
平成２１年度
第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会
（春季定例会）の開催結果について

記者発表資料

利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会(春季定例会)開催される
今 後 の 対 策 等 に つ い て 確 認

１．開催状況 日時：平成２１年４月１６日（木）１０：００～１１：００
場所：さいたま新都心合同庁舎２号館 １４階災害対策本部室
協議会構成：国土交通省関東地方整備局、経済産業省関東経済産業局、

農林水産省関東農政局、東京都、千葉県、埼玉県、茨城県、
群馬県、栃木県、独立行政法人水資源機構

協議会の目的：利根川水系の渇水時における円滑な水需給の調整を図る。

２．現状と今後の見通し（詳細は、別添概要書参照）

・ダムの貯水状況 利根川上流８ダムでは平年を上回る貯水量（平年比１２４％）
鬼怒川上流３ダムでは平年を下回る貯水量（平年比９６％）

・積雪の状況 奈良俣ダム地点の積雪深は平年を下回る９ｃｍ （平年比１５％）
尾瀬沼地点の積雪深は、平年を下回る１５９ｃｍ（平年比７７％）

・今後の見通し 利根川上流５ダムは、今後、融雪による流況改善が例年よりも望
めないことが考えられます。また、これからは水需要の多い時期
になることから、降雨状況によっては、利根川上流８ダムの貯水
量が不足することも想定されます。

３．今後の対策（詳細は、別添概要書参照）

・ダム等水資源開発施設については、きめ細かな水運用を行っていく。
・必要に応じて、節水協力の要請と取水制限等の機動的な対応を行っていく。

平成２１年４月１６日（木）

利根川水系渇水対策連絡協議会
（事務局 : 関東地方整備局河川部）
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平成２１年度第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会
（春季定例会）の開催結果について（概要）

１．ダムの貯水状況・積雪状況と今後の見通し

首都圏の水ガメである利根川上流８ダムと鬼怒川上流３ダムの４月１４日時点の貯水量は、表の

とおりであり、利根川上流８ダムでは平年を上回り、鬼怒川上流３ダムでは平年を下回る状況です。

貯水量（貯水率） 平年比 備 考

利根川上流８ダム ３億８，６８７万㎥ １２４％ 平年を上回る

（４月１４日０時） （８４％） （Ｈ４～Ｈ２０平均）

鬼怒川上流３ダム １億５，３１６万㎥ ９６％ 平年を下回る

（４月１４日０時） （８５％） （Ｓ６０～Ｈ２０平均）

今冬の利根川上流域の積雪状況は表のとおりで、平年を下回る状況です。

積雪深 累加降雪量 備 考

（平年比）

奈良俣ダム地点 ９ｃｍ ９４９ｃｍ 平年を下回る

（４月１４日９時） （１５％） （Ｈ３～Ｈ２０の４月第３半旬末平均）

尾瀬沼地点 １５９ｃｍ １，０９６ｃｍ 平年を下回る

（４月１４日９時） （７７％） （Ｓ２９～Ｈ２０の４月第３半旬末平均値）

平成２１年１月から３月までの降水量は表のとおりで、平年を上回る状況です、

累加降水量 平年比 備 考

利根川栗橋上流域 平年を上回る

（１月から３月） １８９ｍｍ 約１２０％ （Ｓ２３～Ｈ２０平均）

鬼怒川佐貫上流域 平年を上回る
（１月から３月） ２０６ｍｍ 約１２０％ （Ｓ４７～Ｈ２０平均）

利根川上流５ダムは、毎年４月から５月にかけて、降雨と融雪水により貯水量を大きく回復する

時期となっており、例年では５月の中旬にほぼ満水となりますが、今年は１月下旬からの高温の影響

により積雪も少ないことから、貯水量の回復に努めています。ダムの水源地となる山岳部では、現時

点において平年を下回る積雪となっており、例年に比べ、融雪による流況改善が望めないことも考え

られます。

また、これからは水需要の多い時期になることから、今後の降雨状況によっては、利根川上流８
ダムの貯水量が不足することも想定されます。

２．今後の対策
①今後、本年の利根川上流域の融雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既存

施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。

このため、上流ダム群の貯水量の状況や積雪状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っていきま

す。

②利根川渇水対策連絡協議会としては、現在のダム等の水供給能力が、首都圏の水需要の大きさに対

して十分とはいえない状況にかんがみ、さらに幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請していき

ます。また、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的な対応を行っていきます。

※ ダムの貯水量及び貯水率の情報を、電話応答サービスにより、リアルタイムに提供しています。

どうぞご利用下さい。

・利根川上流８ダム 電話番号 027－255－5692

五十里ダム 電話番号 0288－78－0440

・鬼怒川上流３ダム 川治ダム 電話番号 0288－78－0908

川俣ダム 電話番号 0288－96－0288

・二瀬ダム 電話番号 0494－55－0116

※ ホームペ－ジでもダムの情報をお届けしています。

http://www.ktr.mlit.go.jp/（首都圏の水資源情報 他）
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〃 〃 鬼怒川ダム統合管理事務所長
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〃 埼玉県企画財政部土地水政策課長
〃 〃 県土整備部水辺再生課長
〃 茨城県企画部水・土地計画課長
〃 〃 土木部河川課長
〃 群馬県企画部土地・水対策室長
〃 〃 県土整備部河川課長
〃 栃木県県土整備部砂防水資源課長
〃 独立行政法人水資源機構管理事業部管理企画課長
〃 〃 利根導水総合事業所長



kt670319
テキストボックス
滝沢ダム



平成２１年度第１回利根川水系渇水対策
連絡協議会幹事会（春季定例会）資料

利根川上流ダム群等の現況と今後の対策について

矢木沢ダム(平成２１年４月６日撮影）

平成２１年４月１６日
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１．利根川上流ダム群等の現況

１）利根川水系

（１）降水量
平成２０年の利根川栗橋上流域の降水量は、１月から３月までは、平年よりやや少ない状況でしたが、

４月から６月にかけて平年を大きく上回る降水量となりました。７月以降については、８月が月間降水
量の統計期間（S２３～Ｈ２０）で１番目の降水量となりましたが、それ以外は平年並以下となりまし
た。年間平均では１，６２３㎜と統計期間で８番目に多い降水量となりました。

平成２１年に入ると、１月は下旬の降雨により月間降水量が８６㎜（平年４３㎜）となり統計期間で
２番目に多い降水量となりましたが、２月は平年を下回り、３月は平年並となっています。１月から３
月の累加降水量は１８９㎜（平年１月～３月までの累加１５６㎜）と平年の約１２０％となっています。

４月の月降水量は、１３日までで１３mmとなっています。（図－１、表－１参照）
図－１

表－１ 利根川栗橋上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘 要
昭和62年 22 33 62 14 89 91 204 186 252 73 39 26 1,091 利根川夏渇水

平成２年 31 66 71 119 58 74 118 193 326 143 183 31 1,413 〃

平成６年 27 50 52 23 139 107 104 153 346 87 26 29 1,143 〃

平成８年 26 35 68 47 98 117 155 78 217 80 55 23 999 利根川冬夏渇水

平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222 利根川冬渇水

平成13年 79 35 75 23 136 176 116 366 321 173 46 23 1,569 利根川夏渇水

平成20年 28 50 56 172 198 199 178 382 162 89 59 50 1,623
平年 43 47 66 89 118 176 197 209 211 124 59 37 1,376
(S23-H20)
平成21年 86 36 67 13 202
平年比(%） 200 77 102 15

平成２１年４月１３日まで
※． 利根川取水制限実施月（一時緩和含む）
※．栗橋上流域面積 8,588㎞

２
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（２） 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪状況
利根川上流域の降雪状況は、１月の中旬までは平年を上回っていたものの、それ以降においては奈良

俣ダム地点及び尾瀬沼地点において平年を下回っています。今期の最大積雪深は奈良俣ダム地点で１４
７㎝、尾瀬沼地点で２４４㎝と平年より少ない状況となっております。

平成２１年４月１４日９時現在の奈良俣ダム地点の積雪深は9㎝（平年の15％）、尾瀬沼地点では159
㎝（平年の77％）となっています。（表－２、図－２参照）

表－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図
観測所名 時 点 日降雪量 積雪深 今期最大積雪 累加降雪量
奈良俣 平成21年4月14日9時現在 0㎝ 9㎝ 147㎝(3/12) 949㎝
ダム地点 H 3～H20の4月第3半旬末平均値 59㎝ 1,187㎝
尾瀬沼 平成21年4月14日9時現在 0㎝ 159㎝ 244cm(3/15) 1,096㎝
地点 S29～H20の4月第3半旬末平均値 206㎝ 1,375㎝

図－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図

平成２１年４月１４日９時現在 ※過去のデータは半旬末の値
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（３）各観測所の積雪深の状況 図－３ 積雪観測所位置図
奥利根の積雪深は、標高の低い観測所では、

消雪となっています。標高の高い観測所では、積
雪の少なかった平成１９年の数値を上回る観測所
が多いものの、平年と比較すると１５～１７０％
の積雪となっており、平年を下回る観測所が多く
なっています。

（図－３、図－４参照）

図－４ 各観測所の積雪深状況
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（４）利根川上流ダム群の貯水状況
平成２０年の利根川上流８ダムは、１月から３月までは平年と同様に補給傾向で、貯水量は平年より

少ない状況で推移しましたが、４月から６月までの平年を上回る降雨量により、９年ぶりに８ダムで満
水となりました。それ以降も８月の平年を上回る降水量により、平年を上回る貯水量で維持していまし
た。秋季の降雨は平年より少なかったものの、ダム貯留に努め、冬季の補給は１２月２４日から開始と
なりました。

平成２１年に入って、１月は補給が続きましたが、月末の発達した低気圧によって相当の降水量があ
ったことから貯留を行い、貯水量の回復に努めました。また２月以降は気温の高い日があり一部融雪が
始まったことや積雪も少ないことから、下流の河川流量を確保しつつ貯水量の回復に努めています。

平成２１年４月１４日０時現在の貯水量は、３億８，６８７万ｍ3（常時満水容量４億６，１６３万
ｍ3に対して８４％、平年の貯水量３億１，１６６万ｍ3に対して１２４％）と、平年を上回っています。
（表－３、図－５参照）

表－３ 利根川上流８ダム貯水量
平成２１年４月１４日０時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量 平 年 比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日 （％）

矢木沢ダム １１，５５０ １１，１５８ ９７ －３９３ １８９
奈良俣ダム ８，５００ ８，５３５ １００ －８４ １４１
藤原ダム ３，１０１ ２，７８５ ９０ －３２ １４１
相俣ダム ２，０００ １，９３９ ９７ －３９ １２７
薗原ダム １，３２２ １，２９２ ９８ －２２ １４２
下久保ダム １２，０００ ７，０９５ ５９ １５ ８１
草木ダム ５，０５０ ４，９１７ ９７ －３ １１２
渡良瀬貯水池 ２，６４０ ９６６ ３７ －３８ ５８
８ダム合計 ４６，１６３ ３８，６８７ ８４ －５９６ １２４

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）
図－５
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（５）渡良瀬貯水池の現状
渡良瀬貯水池は水質改善等のため、平成９年から利根川の流況を見ながら「干し上げ」を行っていま

す。平成２１年４月１４日０時現在の貯水量は、９６６万ｍ3、常時満水容量２，６４０万ｍ3に対して
３７％、平年の貯水量１，６７０万ｍ3に対して５８％と平年を下回っています。（図－６参照）

図－６
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２）鬼怒川水系

（１）降水量
平成２０年の鬼怒川佐貫上流域平均降水量は、１月から３月は平年を下回る降水量でしたが、４月か

ら８月までは平年と比べて月毎の変動が大きく、９月から１１月までは平年を下回る降雨で推移し、１
２月は平年を上回り、年間降水量は１，６２２㎜でほぼ平年並となりました。

平成２１年に入ると、１月は月間降水量が９２㎜（平年４８㎜）で統計期間（ｓ４７～Ｈ２０）で４
番目に多い降水量となり、２月は平年を下回り、３月は平年並となっています。１月から３月の累加降
水量は２０６㎜（平年１月～３月までの累加１７３㎜）と平年の約１２０％となっています。

４月の月降水量は、１３日までで２０mmとなっています。（図－７、表－４参照）

図－７

表－４ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301
平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853
平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583
平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140
平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525
平成１３年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980
平成２０年 15 25 31 108 231 161 147 485 184 107 49 79 1,622
平年(S47－H20) 48 52 73 103 123 178 224 283 276 142 89 40 1,631
平成２１年 92 46 68 20 226
平年比(％) 192 88 92 19

平成２１年４月１３日まで
※．鬼怒川佐貫上流域面積 940㎞
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（２）鬼怒川上流ダム群の貯水状況
平成２０年の鬼怒川上流３ダムの貯水量は、１月から４月中旬までは、ほぼ平年並みの貯水量で推移

し、その後の降雨や鬼怒川上流ダム群連携事業により、川治ダムへの貯水を行い、３ダムで４月２６日
に貯水量が最大１億６，６９９万ｍ3となりました。５月は、降水量が平年を大きく上回ったことから、
貯水量が大幅に回復しましたが、それ以降は、ほぼ平年並の貯水量を推移しました。

平成２１年に入ってからは、平年よりやや少ない貯水量で推移していたものの、１月下旬の降水量の
影響により貯水量が回復し、その後はほぼ平年並の貯水量で推移しています。

平成２１年４月１４日０時現在の貯水量は、１億５，３１６万ｍ3（常時満水容量１億８，０３４万
ｍ3に対して８５％、平年の貯水量１億５，９１３万ｍ3に対して９６％）と、平年を下回っています。
（表－５、図－８参照）

表－５ 鬼怒川上流３ダム貯水量
平成２１年４月１４日０時現現在

ダム名 有効容量 貯 水 量 貯水率 前日補給量 平年比 適 用
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） (万ｍ3/日) （％）

五十里ダム ３，１２３ ２，９８２ ９５ －１２ １０５
川俣ダム ７，３１１ ７，１７２ ９８ －１４ １００
川治ダム ７，６００ ５，１６２ ６８ －４ ８８
３ダム合計 １８，０３４ １５，３１６ ８５ －３０ ９６
１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－８
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３）荒川水系

（１）降水量
平成２０年の荒川秋ヶ瀬上流域の年間降水量は１，５４６㎜となり、昭和４０年以降４４年間で１１

番目に多い記録となっています。
平成２１年に入ると、１月の月降水量は９８㎜と平年を大きく上回り、昭和４０年以降４４年間で４

番目に多い記録となりました。２月は平年を下回り、３月は平年並で、それぞれ２４㎜、５９㎜となり
ました。１月から３月の累加降水量は１８４㎜（平年１月～３月までの累加１４０㎜）と平年の約１３
０％となっています。

４月の月降水量は、１３日までで６mmとなっています。（図－９、表－６参照）

図－９

表－６ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975
平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657
平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191
平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965
平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055
平成１３年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657
平成２０年 12 28 79 275 217 241 106 252 157 72 48 59 1,546
平年(S40－H20) 34 39 67 97 113 158 186 220 234 143 60 29 1,380
平成２１年 98 24 62 6 190
平年比(％) 288 62 93 6

平成２１年４月１３日まで
※．荒川秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞
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（２）荒川３ダムの貯水状況
平成２０年の荒川３ダムは、４月と５月に平年以上の降雨があり、５月１１日で貯水量７，８８４万

ｍ3と過去最高の貯水量となりました。しかし、９月以降は台風が上陸しない等の影響から少雨傾向と
なり、貯水量の回復が鈍い状況となっていました。このため、荒川浄化施設を運用して取水の安定化を
図っていました。

平成２１年に入ってからは、平年を下回る貯水量で推移していましたが、１月の降水量が平年を大き
く上回ったことから徐々に貯水量が回復し、３月上旬には平年を上回りました。平成２１年４月１４日
９時現在の貯水量は、６，６２７万ｍ3（常時満水容量８，６２０万ｍ3に対して７７％、平年の貯水量
６，５１６万ｍ3に対して１０２％）と平年を上回っています。

（表－７、図－１０参照）

表－７ 荒川３ダム貯水量
平成２１年４月１４日９時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量 平 年 比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日） （％）

二瀬ダム ２，０００ １，７２８ ８６ ０ １２４
荒川貯水池 １，０２０ １，０１８ １００ ０ １０５
浦山ダム ５，６００ ３，８８１ ６９ ０ ９３

３ダム合計 ８，６２０ ６，６２７ ７７ ０ １０２
１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

図－１０
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４）多摩川水系

（１）降水量
平成２０年の小河内ダム上流域の降水量は、年間の降水量は１，５５０㎜となっています。
平成２１年に入ると、１月の月降水量は９９㎜と平年を大きく上回りました。２月は平年並となり、、

３月は平年を下回り、それぞれ５９㎜、７２㎜となりました。１月から３月の累加降水量は２３０㎜（平
年１月～３月までの累加１９０㎜）と平年の約１２０％となっています。

４月の月降水量は、１３日までで８mmとなっています。（図－１１、表－８参照）

図－１１

表－８ 多摩川小河内ダム上流域降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
平成２０年 18 53 71 227 183 237 114 318 153 67 44 64 1,550
平年(T14－H20) 44 56 90 111 122 182 214 253 250 169 77 44 1,612
平成２１年 99 59 72 8 238
平年比(％) 225 105 80 7

平成２１年４月１３日まで
※.端数処理の関係で、各月の和と合計値は一致しないことがあります。
※．小河内上流域面積 262㎞
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（２）小河内ダムの貯水状況
４月１４日７時現在の貯水量は、１億３，１１２万ｍ3 、貯水率７１％、平年比９６％と平年をやや

下回っています。（図－１２参照）

図－１２
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２．今後の見通し及び対策

（１）見通し
①．平成２１年４月１０日発表の気象庁の１か月予報によると、４月１１日から５月１０日の関東甲

信地方の降水量については、「少ない」となっており、３月２５日発表の気象庁の３か月予報によ
ると、降水量は、５月は「平年並」、６月は「平年並」となっています。

１か月予報（平成２１年４月１０日発表）

３か月予報（平成２１年３月２５日発表）

②．利根川上流５ダムは、毎年４月から５月にかけて、降雨と融雪水により貯水量を大きく回復する
時期となっており、例年では５月の中旬にほぼ満水となりますが、今年は１月下旬からの高温の影
響により積雪も少ないことから、貯水量の回復に努めています。ダムの水源地となる山岳部では、
現時点において平年を下回る積雪となっており、例年に比べ、融雪による流況改善が望めないこと
も考えられます。

また、これからは水需要の多い時期になることから、今後の降雨状況によっては、利根川上流８
ダムの貯水量が不足することも想定されます。

③．鬼怒川上流３ダムの貯水量は平年を下回る貯水量となっており、４月１５日から下流の農業用水
の需要を確保するための補給を実施していきます。今後も水需要に対して必要な水量を確保するた
めダムからの補給を行っていきますが、今後の降雨状況によっては、貯水量が不足することも考え
られます。

（２）対 策
①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］

今後、本年の利根川上流域の融雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既
存施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。

また、上流ダム群の貯水量の状況や積雪状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っていきます。

②［利根川水系渇水対策連絡協議会の取り組み］
利根川渇水対策連絡協議会としては、現在のダム等の水供給能力が、首都圏の水需要の大きさに

対して十分とはいえない状況にかんがみ、さらに幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請してい
きます。また、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。
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３．非洪水期における工事制限水位等について
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